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令和 5 年度 第１回 

和泉市地域密着型サービス運営委員会議事録 
 

開催日時：令和５年７月２４日（月曜日） 午後３時１０分～ 

場   所：和泉市役所別館３Ｆ 3-1 会議室 

出 席 者 ：【委 員】梅谷会長、佐藤職務代理、服部委員、谷上委員、門林委員、松下委員、 

松阪委員、溝川委員、河村委員、平田委員、高橋委員 

【事務局】吉田副市長、西川部長、奥野室長、有住課長、寺田総括主幹、 

奥村総括主査、廣田総括主査 

司 会 

 

 

 

 

 

 

あらためまして、ただ今から、令和５年度第１回和泉市地域密着型サービス

運営委員会を開会させていただきます。 

 

なお、本協議会の会長を務められた桃山学院大学の村橋委員が退任されまし

たことに伴い、本会会則第５条に基づき、会長を選任する必要がありますが、

事務局案としましては後任の梅谷委員にお願いしたいと考えておりますが、い

かがでしょうか。 

委員 （異議なし） 

司会 ありがとうございます。 

では、会長職を梅谷委員にお願いいたします。 

 

それでは、本日の資料の確認ですが、本日の資料は「会議次第」と「第１回

和泉市地域密着型サービス運営委員会資料」です。お持ちでしょうか。 

 

では、議事進行につきましては、本委員会規則第７条第１項の規定により、

会長が議長となり進行をしていただくことになっておりますので、梅谷会長に

て進行をお願いいたします。 

会長 はいわかりました。 

では、最初に、本日の委員の出席状況を事務局よりおねがいします。 

司会 はい。本日の出席状況の報告をさせていただきます。 

総委員数１５名に対し、現時点での出席委員１１名で、過半数出席いただい

ており、本委員会規則第 7 条第 2 項の規定を満たしておりますので会議が成立

することをご報告いたします。 

会長 ありがとうございます。 

さて、本委員会では、「公開基準」に基づきまして、一般公開しております。 

本日につきましても傍聴を認めておりますが、傍聴希望者がおられませんので、

このまま進めてまいります。 

それでは、次第に沿って始めさせていただきます。まずは、次第２、報告事

項①の「地域密着型施設運営等の状況について」事務局より説明願います。 
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事務局 （事務局 資料１について説明） 

会長 何かご意見やご質問はございませんか。 

Ａ委員 グループホームにも待機者の方がいらっしゃるが、どのような場所で待機し

ているか把握しているか？ 

事務局 待機者がどこにいらっしゃるか詳細については把握できておりません。しか

し、市内には有料老人ホームやサービス付き高齢者住宅も多くそのような施設

等で待機していらっしゃるケースもあると思います。 

Ｂ委員 第２圏域での待機者が多いが、知り合いに隣市を含め２～３カ所の特養に重

複して入所申込をしているという話を聞く。特養入所の原則条件として、要介

護３以上の方が対象となると思うが、介護３以上の方はこれからも増加してい

くと思われるため、施設が足りないのではないか。公募しても開設まで２年程

度かかるようだが、市は整備していこうと考えているのか。 

事務局 第２圏域での地域密着型特別養護老人ホームの待機者は確かに多いです。施

設整備については第９期計画でどうするかを決めることとなるが、先ほどの介

護保険運営協議会でお伝えしたように、令和５年１１月に開催する第３回目の

介護保険運営協議会で、第９期の介護保険事業計画の素案をお示しするので、

その際に施設整備に関しても議論いただきたいと考えております。 

会長 待機者数については、延べではなく実人数が必要。地域密着型だけでなく、広

域型の特養も含め施設待機者の実人数を事務局は準備しておいてほしい。 

Ａ委員 今までの資料からも、訪問介護や定期巡回型の訪問介護看護などのニーズは高

い。在宅生活を続けるためには、必須のサービスであるため、そのような事業

者の整備も検討してほしい。 

会長 地域密着型の在宅サービスも重要で介護保険事業計画の中で検討していくと

いうことですね。 

では、１つ確認なのですが、地域密着型サービスを行っている事業者で令和

４年度で法令違反などの報告はありましたか。 

事務局 ありません。 

Ｃ委員 介護保険制度開始当初は施設増床の要望も多く、先ほども施設の増設が必要

では？という意見もあったが、施設を増やすと介護保険料も高くなるので、ジ

レンマである。国民健康保険では、府内全域で一本化して考えるようになるよ

うだが、介護保険においてそのような話はでているのか？ 

事務局 ありません。 

Ｃ委員 保険料の広域化はメリット・デメリットあると思うが、もしもそのような話

がでてきた際は充分に検討して決定してほしい。 

Ｄ委員 最近、自宅近くに有料老人ホームがいくつか開設された。入居者が埋まらな

いや介護人材の問題など、経営上の問題などは聞いていないか。 

事務局 

 

介護の質の問題や人材の奪い合いなど懸念されることは多々あるが、本市で

は有料老人ホームの適切な運営などの指導は岸和田市にある広域事業指導者課
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で行っており、同課から特に問題点などは聞いておりません。今後も同課と協

力し確認していきたいと考えております。 

会長 施設整備について色々とご意見をいただいたところですので、第９期の介護

保険事業計画を検討する際ぜひ参照していただきたい。 

 

では、他に質問もないようですので、次に 「次第２、その他」 について 

委員の皆様から、また事務局から何かありましたらお願いします。 

 特に無いようですので、以上で運営委員会の議事及び報告事項は全て終了し

ました。委員の皆様ありがとうございました。この後の進行は事務局にお願い

します。 

司会 

 

ありがとうございました。これを持ちまして、令和５度第１回和泉市地域密

着型サービス運営委員会を終了とさせていただきます。 

梅谷会長並びに委員の皆様、長時間ありがとうございました。 

副市長 最後になりましたが、一言ご挨拶いたします。このような会議の際に留意し

ていることあります。１つ目は、前回の振り返りや課題を次の会議で示すこと 

２つ目はＰＤＣＡを意識した上で、会議を進めること。今回の会議でも思った

が、資料などが実績報告ばかりで、その内容を分析したものが示せていない。

分析がないと課題が見えず、課題解決の先送りになってしまうので、事務局は

しっかり分析をしてほしい。３つ目は委員の皆様から意見聴取しやすい進行や

資料作成を考える必要がある。今日、委員の皆様いただいた意見を基に今後の

資料作成など工夫して委員の皆様から意見を伺いやすい会議にしたい思います

ので、今後ともよろしくお願いいたします。 

 


